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一般社団法人 AgVenture Lab 

 

JA 全青協と連携協定を締結 

～ 農業の生産現場とスタートアップ企業を繋ぎ、イノベーション創発を促進 ～ 

 

 

一般社団法人 AgVenture Lab（本社：東京都千代田区、代表理事理事長：荻野浩輝）と全国農

協青年組織協議会（事務局：東京都千代田区、会長：田中圭介、以下、JA 全青協）は、農業にお

ける生産現場と新しい技術を取り入れたスタートアップ企業を結ぶエコシステムの強化を促進

し、オープンイノベーションの進展と地域活性化に寄与することを目的に、7 月 10 日付で連携協

定契約を締結しましたのでご報告します。また、同日、AgVenture Lab において締結式を行いま

した。 

   
 

今回の連携協定は、両者の担う領域、知見の情報を共有し、生産現場での課題を解決するため

新しい技術を取り入れたサービスや商品のマッチングを行い、さらにスタートアップ企業と連携

した生産現場での実証実験を実施します。JA 全青協が発行する JA 全青協ポリシーブック（※）に

基づいた農業の課題やニーズを把握し、イノベーション創発と生産現場の課題解決への取り組み

を進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：生産現場とスタートアップ企業を結ぶエコシステム 

https://agventurelab.or.jp/


※JA 全青協ポリシーブック 

 日本農業を担う若手農業者が農業の課題を洗い出し、次のステージへ進むための活動指針を示

した冊子。人材、制度、経営などの課題を幅広くあげ、それぞれに JA 青年部・個人の取組み、JA

一体の取り組み、行政への提案、と分けて解決策を集約しています。 

JA 全青協ポリシーブック（web から閲覧可能） http://www.ja-youth.jp/policybook.html 

 

【全国農協青年組織協議会（JA 全青協）とは】 

46 都道府県青年組織を会員とし、関係諸団体と提携して、農業青年の協同意識を高め、農業を

よりどころとして、豊かな地域社会を築くことを目的に 1954 年に設立された全国組織。 

全国で約 6 万人を構成員としている団体で、日本農業の担い手・中核者となるもので、おおむ

ね 20 歳から 45 歳までの青年層が中心となった組織です。 

 

HP：http://www.ja-youth.jp/ 

 

 

 

【AgVenture Lab とは】  

 AgVenture Lab は、全国農業協同組合中央会、全国農業協同組合連合会、全国共済農業協同組合

連合会、農林中央金庫、一般社団法人家の光協会、株式会社日本農業新聞、全国厚生農業協同組合

連合会、株式会社農協観光が共同で開設したイノベーションラボで、2019 年 5 月 27 日より運営を

開始しております。  

「次世代に残る農業を育て、地域のくらしに寄り添い、場所や人をつなぐ」をコンセプトとして、

AgVenture Lab ではスタートアップ企業やパートナー企業、大学、行政等と協創し、様々な知見や

テクノロジーを活用しながら、新たな事業創出、サービス開発、地域課題の解消を目指しており、

JA グループでは AgVenture Lab での活動を通じて外部企業との連携を強化し、第一次産業や地方

が抱える社会的課題の解決につながるような新たな価値の創出に積極的に挑戦しております。  

  

≪AgVentute Lab の取り組み(イメージ)≫  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜問い合わせ先＞ 

 一般社団法人 AgVenture Lab 広報：佐々木   Mail：info@agventurelab.or.jp 

http://www.ja-youth.jp/policybook.html
http://www.ja-youth.jp/

